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第15回 放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会 



東京大学大学院農学生命科学研究科の取組み 

キノコ 

溜池・用水 

山林 野鳥 

果樹 

家畜 牛乳 

畑作 
土壌 

水田 
魚 

昆虫 



東京大学大学院農学生命科学研究科の取組み 

１．震災直後からの活動―現在に至る 

２．環境そのものの現場調査 
  農業現場、山林、河川、動物・・ 

３．地元と密着 
  福島農業総合センター、農家、NPO 

４．ボランティアがベース 
５．放射線測定の装置・人材が備わっていた 
６．成果の発信―論文、報告会、著書の出版・・ 

７．教育への反映―人材育成 
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1．土壌 
2．山林・キノコ 
3．作物・果樹  
4．動物 (野生・家畜） 

5．水 (溜池・用水・河川） 

6．魚 

スポット状・表面にくっつく 
時間と共に殆ど動かない 
生き物は代謝する 

環境中の放射能汚染調査 

7．除染 (除染後農地の回復） 

8．消費者マインド 
９．教訓⇒教育 
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 N.Manabe 
ミルクの汚染 

ダイズ コメ 
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 A.Hirose 穀物の汚染 
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イネの137Cs吸収 
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2013年4月出版  
ダウンロードは無料(50ユーロ/冊） 

［内容] はじめに（長澤）、緒言（中西） 

 １章 農学部の取り組み（中西） 

 ２章 コムギなどイメージング（田野井）  

 ３章 イネ栽培（根本）  

 ４章 イネ品種間差 （藤原） 

 ５章 イネのCs吸収実験（小林） 

 ６章 土壌（塩沢） 

 ７章 低レベル汚染（大下） 

 ８章 福島農産物のモニタリング（二瓶） 

 ９章 動物（真鍋） 

１０章 魚肉加工過程（渡部） 

１１章 魚のCs排出（金子） 

１２章 鳥類（石田） 

１３章 土壌の除染 （溝口） 

１４章 果樹（高田） 

１５章 キノコ（山田） 

１６章 環境中のCs動態（大手） 

１７章 サイエンスコミュニケーション（細野） 

 
(敬称略、以後も） 



［内容] はじめに（古谷）、緒言（中西） 
   １章 農学部の取り組み（中西） 
   ２章 福島産農産物モニタリング（二瓶）  
   ３章 福島産玄米検査（二瓶）  
   ４章 福島生育イネのＣｓ蓄積変化（藤原） 
   ５章 イネのＫによるＣｓ量低減効果（小林） 
   ６章 除染後のイネ生育の試み（伊井） 
   ７章 飼料による家畜除染（真鍋） 
   ８章 有畜循環型農業（真鍋他） 
   ９章 野生イノシシの汚染（田野井） 
１０章 野生動物の汚染（石田） 
１１章 果樹の汚染（高田） 
１２章 汚染が林業に与える影響（三浦） 
１３章 マツとスギの除染 （益守他） 
１４章 森林汚染動態（大手他） 
１５章 水田の空間線量率低減（久保他） 
１６章 復興の協力体制例（横川他） 
１７章 漁業再生の試行（八木） 
１８章 消費者の食品評価（細野他） 
１９章 植物・土壌中のＣｓｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ(杉田他） 

２０１６年２月 

電子版出版 

２冊目の出版 



［内容] はじめに（丹下）、緒言（中西） 
   １章 農学部の取り組み（中西） 
   ２章 土壌からイネへのCsの移行（根本）  
   ３章 イネ植物体内のCs移行（田野井）  
   ４章 ダイズのＣｓ吸収（二瓶） 
   ５章 ブタの放射線影響（李） 
   ６章 汚染ベールドグラスの堆肥化（吉井） 
   ７章 土壌汚染の鍵である風化雲母（真鍋） 
   ８章 コシアブラのCs蓄積（二瓶） 
   ９章 モモ中のCs濃度の季節変化（高田） 
１０章 ポプラ中のCs吸収の季節変化（野田） 
１１章 森林汚染とキノコほだ木の汚染（小林） 
１２章 キノコの汚染の長期変化（山田） 
１３章 森林中のCs空間分布の年変化（村上） 
１４章 飯館村の空間線量（田尾） 
１５章 土地利用とCs移動（吉田） 
１６章 飯館村の営農再開（溝口） 
１７章 柏のキャンパス及び森の汚染（福田） 
１８章 福島の漁業と海洋種の状況（八木） 
１９章 植物のイオン輸送の可視化ﾞ(杉田） 
２０章 ICP-MSによる90Sr分析（古川） 

２０１９年３月 

電子版出版 

３冊目の出版 



宜しくお願いいたします。 

これからも継続的に現場に資する 

調査研究・教育活動 

を続けていこうと思っております。 

 


